
明
治
中
期
の
啓
蒙
的
倫
理
学
者
大
西
祝
は
、
そ
の
明
蜥
な
「
批
評
主
義
」
的

立
場
を
以
て
、
当
時
台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
「
国
家
主
義
」
と
も
鋭
く
対
決
す
る

論
陣
を
張
っ
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

彼
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
八
月
七
日
、
一
八
○
石
取
の
備
前
藩
士
木
全

正
修
の
三
男
と
し
て
岡
山
城
下
に
生
ま
れ
た
。
大
西
は
母
方
の
姓
で
、
彼
は
後

に
そ
の
姓
を
継
い
だ
の
で
あ
る
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
一
月
、
六
歳
の
時

に
岡
山
藩
学
内
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
「
小
学
」
に
入
学
し
て
儒
学
の
ほ
か
に

英
学
と
国
学
を
学
ん
だ
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
四
月
、
県
の
衛
生
主
任
で

あ
っ
た
伯
父
の
中
川
横
太
郎
が
神
戸
か
ら
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
医
Ｗ
・
テ

ー
ラ
ー
（
言
農
“
ａ
の
弓
葛
目
）
を
招
い
た
た
め
に
、
彼
の
導
き
に
よ
っ
て
一
家

は
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
た
。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
九
月
、
祝
は
京
都
の

同
志
社
英
学
校
に
入
学
し
て
、
普
通
科
在
籍
中
の
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）

四
月
に
新
島
襄
よ
り
受
洗
し
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
六
月
そ
の
神
学
科

（
１
１
）

を
卒
業
し
た
の
で
あ
っ
た
。

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
一
月
に
東
京
大
学
予
備
門
に
入
学
し
て
、
明
治

は
じ
め
に 大

西
祝
「
進
化
論
的
理
想
説
」
の
源
流

二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
を
卒
業
後
大
学
院
に

進
学
し
、
さ
ら
に
大
学
院
在
籍
の
ま
ま
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
東

京
専
門
学
校
の
講
師
に
就
任
し
た
。
大
学
院
在
籍
中
に
『
良
心
起
原
論
』
を
執

筆
し
た
が
、
十
分
に
意
に
満
た
な
い
と
し
て
提
出
は
し
な
か
っ
た
。
東
京
専
門

学
校
で
教
職
に
就
い
た
後
は
、
講
義
録
と
し
て
『
西
洋
哲
学
史
』
『
論
理
学
』

『
倫
理
学
』
等
を
執
筆
す
る
一
方
で
、
批
評
家
と
し
て
も
活
躍
し
、
「
国
家
主

義
」
に
対
し
て
も
、
ひ
る
む
こ
と
な
く
批
判
を
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
三

十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
は
欧
州
留
学
に
赴
い
た
が
体
調
を
崩
し
て
翌
年
に
は

帰
国
し
た
。
そ
の
後
療
養
に
つ
と
め
た
が
そ
の
効
も
な
く
明
治
三
十
三
年
（
一

九
○
○
）
十
一
月
に
三
十
六
歳
で
没
し
た
。

大
西
は
、
い
か
な
る
対
象
に
つ
い
て
も
理
性
の
承
に
基
づ
い
た
批
判
を
加
え

る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
「
批
評
主
義
」
の
方
法
を
採
用
し
な
が
ら
、
一
方
で

へ
句
〃
全
）

「
進
化
論
的
理
想
説
」
と
も
い
う
べ
き
倫
理
学
上
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
そ

し
て
、
そ
の
両
者
の
関
係
が
必
ず
し
も
整
合
的
で
は
な
い
こ
と
は
、
従
来
よ
り

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
本
論
は
、
彼
の
「
進
化
論
的
理
想
説
」
の
源
流
を
た
ど

り
、
さ
ら
に
そ
れ
と
「
批
評
主
義
」
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
不
整
合
の
意
味
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

平
山

九
五
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そ
れ
で
は
そ
の
大
西
の
「
進
化
論
的
理
想
説
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
つ

（
句
垂
Ｊ
）

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
五
月
の
論
文
「
賭
思
随
録
」

の
中
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

吾
れ
人
は
有
自
覚
的
、
有
理
想
的
生
物
な
り
。
吾
れ
人
の
理
想
的
生
活

は
、
理
想
界
を
造
り
出
だ
し
て
之
を
実
現
界
と
な
す
に
在
り
。
即
ち
此
経

験
界
に
、
此
現
象
界
に
理
想
界
を
造
化
し
出
だ
す
が
吾
人
の
職
分
な
り
、

理
想
界
の
造
化
主
た
る
が
吾
人
の
真
個
生
活
な
り
。
吾
人
ゑ
づ
か
ら
造
化

し
出
だ
す
に
あ
ら
ず
ぱ
、
吾
人
の
世
界
に
何
時
か
理
想
の
実
現
を
期
す
可

け
ん
。

ま
た
、
同
じ
論
文
の
中
で
、

道
徳
界
は
是
れ
人
界
の
真
意
な
り
、
吾
人
は
此
真
意
を
実
現
せ
む
が
為
め

に
あ
る
な
り
。
昔
日
の
道
徳
界
は
今
日
の
道
徳
界
に
あ
ら
ず
、
吾
人
の
理

想
の
絶
え
ず
進
化
し
ゆ
け
ば
な
り
。
止
む
な
き
の
理
想
の
進
化
、
是
れ
吾

人
の
心
霊
の
生
命
な
り
。

と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
人
間
は
誰
し
も
理
想
を
有
し
て
お
り
、
し
か
も
常
に
目
前
に

あ
る
理
想
を
実
現
す
べ
く
努
力
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
進
化
し
て
い
く
」
と

い
う
の
が
、
彼
の
主
張
で
あ
っ
た
。

（
〃
坐
）

彼
が
初
稿
を
大
学
院
在
籍
中
に
な
し
た
論
文
『
良
心
起
原
論
』
は
、
ペ
ン
サ

ム
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ヘ
フ
デ
ィ
ン
グ
ら
の
良
心
論
を
批
判
し
た

「
批
評
部
」
と
、
彼
自
身
の
良
心
論
で
あ
る
「
建
設
部
」
か
ら
成
っ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
「
建
設
部
」
で
は
、
人
間
精
神
の
「
進
化
論
的
理
想
説
」
が
主
張
ざ

｜
、
進
化
論
的
理
想
説

れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

０
０

吾
人
の
生
活
行
為
の
理
想
は
只
だ
架
空
の
想
像
に
は
あ
ら
ず
、
そ
を
通
常

Ｏ

所
謂
る
想
像
よ
り
区
別
す
る
も
の
は
、
吾
人
が
そ
れ
に
対
す
る
善
若
し
く

０
０
０
０
０
０
０

は
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
て
ふ
心
識
な
り
。
然
れ
ど
も
如
何
な
れ
ば
其
の
如
き

、
、
、

理
想
の
生
起
す
る
や
と
尋
ぬ
る
に
、
予
輩
は
是
を
以
て
吾
人
が
我
本
来
の

、
、

（
５
）

目
的
に
達
せ
む
と
す
る
よ
り
起
こ
る
も
の
な
り
と
考
ふ
。

こ
の
よ
う
に
、
人
間
の
「
理
想
」
は
「
本
来
の
目
的
」
に
よ
っ
て
生
ず
る
と
し

た
上
で
、吾

人
の
生
長
進
化
す
る
活
物
と
し
て
の
目
的
を
自
ら
予
想
す
る
こ
と
に
、

Ｏ
Ｏ

か
の
所
謂
る
理
想
て
ふ
観
念
が
生
じ
来
る
。
吾
人
が
我
が
本
来
の
目
的
を

予
想
し
得
る
迄
に
心
識
の
発
達
し
た
る
時
期
が
是
れ
理
想
て
ふ
者
の
生
れ

０
Ｏ

（
６
）

出
た
る
時
期
、
そ
れ
と
共
に
良
心
の
発
生
し
た
る
時
期
な
り
。

と
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、

吾
人
の
本
来
の
目
的
は
、
法
界
の
真
実
体
よ
り
見
れ
ば
、
最
も
真
実
な
る

も
の
、
実
有
な
る
も
の
に
相
違
な
け
れ
ど
も
、
個
々
の
人
と
な
り
て
世
に

、
、

生
れ
来
る
吾
人
銘
々
に
取
り
て
は
、
未
だ
実
在
と
な
り
て
現
存
せ
ず
し

、
、

（
７
）

て
、
只
だ
理
想
と
し
て
顕
は
れ
居
る
な
り
。

と
し
て
、
「
本
来
の
目
的
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
言
及
は
せ
ず
、
そ
れ
を

「
法
界
の
真
実
体
」
と
い
う
新
概
念
で
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、良

心
は
そ
の
個
々
の
作
用
に
於
て
は
変
化
し
行
く
も
の
に
相
違
な
け
れ
ど

も
、
良
心
て
ふ
も
の
の
あ
る
根
本
の
原
由
は
、
吾
人
に
対
し
て
法
界
の
成

り
立
ち
に
於
て
定
ま
れ
る
目
的
あ
り
て
而
し
て
そ
れ
に
向
っ
て
吾
人
の
進
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ま
ん
と
す
る
処
に
あ
る
が
故
に
、
良
心
の
根
元
は
法
界
の
成
り
立
ち
に
於

て
真
実
な
る
も
の
、
叉
吾
人
に
取
り
て
最
も
高
貴
な
る
も
の
に
あ
り
と
謂

（
８
）

ひ
つ
く
し
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
「
良
心
」
は
「
理
想
」
そ
の
も
の
の

一
部
で
あ
り
、
そ
の
理
想
は
「
本
来
の
目
的
」
に
指
し
示
さ
れ
て
進
化
に
伴
っ

て
徐
灸
に
人
間
の
精
神
に
顕
わ
れ
る
。
し
か
し
、
人
間
は
未
だ
進
化
の
途
上
に

あ
る
の
で
「
本
来
の
目
的
」
そ
の
も
の
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
「
法

界
の
真
実
体
」
に
あ
っ
て
の
「
本
来
の
目
的
」
の
存
在
を
仮
定
す
る
に
と
ど
ま

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
大
西
自
ら
認
め
る
よ
う
に
、

今
葱
に
法
界
の
真
実
体
な
る
語
を
掲
げ
し
が
、
此
は
純
理
哲
学
上
の
大
問

題
に
し
て
髪
に
は
其
論
を
尽
す
を
得
ず
。
故
に
予
が
此
一
段
の
陳
述
は
不

（
ｎ
ソ
）

十
分
な
ら
ざ
る
を
得
ず
。

と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

二
、
従
来
の
見
解

さ
て
、
こ
の
『
良
心
起
原
論
』
の
「
建
設
部
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
「
進
化
論

的
理
想
説
」
に
つ
い
て
は
、
東
京
専
門
学
校
で
大
西
の
同
僚
で
あ
っ
た
坪
内
道

（
皿
）

遥
に
よ
っ
て
、
Ｔ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
（
弓
９
日
閉
国
匿
の
Ｈ
＄
国
）
の
「
自
己
実

現
説
」
（
の
農
１
吋
①
農
園
島
。
邑
夢
の
。
ｑ
）
が
そ
の
祖
型
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

グ
リ
ー
ン
の
「
自
己
実
現
説
」
と
は
、
「
神
的
精
神
ａ
言
月
旦
且
）
が
、

人
間
に
働
き
か
け
て
理
想
を
人
間
精
神
に
再
現
す
る
」
と
い
う
説
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
こ
の
道
遥
の
見
解
を
受
け
て
、
高
坂
正
顕
氏
は
『
明
治
文
化
史
』
の
中

で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

、
、
、
、
、
、

（
大
西
は
）
カ
ン
ト
的
な
あ
る
と
あ
る
べ
し
の
区
別
を
認
め
た
上
で
、
し

か
も
グ
リ
ー
ン
的
な
理
想
主
義
的
形
而
上
学
を
メ
カ
’
一
カ
ル
Ⅱ
エ
ポ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
（
機
械
論
的
進
化
論
）
と
異
な
る
テ
レ
オ
ロ
ジ
ヵ
ル
Ⅱ
エ
ポ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
（
目
的
論
的
進
化
論
）
の
立
場
か
ら
樹
立
せ
ん
と
し
た
の
で

（
ｕ
）

あ
る
。
（
カ
ッ
コ
内
筆
者
）

へ
岨
）
（
画
）

グ
リ
ー
ン
以
外
で
は
、
古
田
光
氏
や
山
田
芳
則
氏
ら
に
よ
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
か

ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
限
定
し
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
ヘ
ー
ゲ
ル

へ
Ⅲ
）

講
義
に
そ
の
源
を
ゑ
る
熊
田
健
二
氏
も
ま
た
同
一
の
見
解
と
い
え
よ
う
。

（
暇
）

小
泉
仰
氏
は
、
『
良
心
起
原
論
』
の
「
建
設
部
」
が
、
井
上
哲
次
郎
の
明
治

（
妬
）

十
六
年
の
著
作
『
倫
理
新
説
」
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
「
建
設

部
」
の
原
型
を
そ
こ
に
み
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
論
じ

る
の
は
後
に
し
て
、
ま
ず
こ
の
『
倫
理
新
説
』
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゑ
た
い
。

『
倫
理
新
説
』
の
論
旨
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
宇
宙
の
本

体
を
「
万
有
成
立
」
合
昌
ぐ
図
の
巴
因
〆
冒
ｇ
ｏ
①
）
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
そ
の
勢
力

の
現
れ
が
宇
宙
で
あ
り
、
そ
の
勢
力
の
趨
向
が
宇
宙
化
醇
（
宇
宙
進
化
の
法

則
）
で
あ
っ
て
、
倫
理
の
大
本
（
道
徳
の
原
理
）
は
そ
こ
に
あ
る
と
す
る
。
そ

し
て
、
そ
の
勢
力
の
趨
向
に
順
応
す
る
の
が
釜
べ
逆
行
す
る
の
が
悪
で
あ
る
と

す
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
万
有
成
立
」
の
存
在
の
根
拠
は
、

今
此
空
間
ヲ
視
ョ
、
蓼
廓
ト
シ
テ
極
リ
ナ
キ
ニ
非
ズ
ャ
。
叉
此
時
間
ヲ
察

セ
ョ
、
莊
洋
ト
シ
テ
窮
リ
ナ
キ
ニ
非
ズ
ャ
。
更
二
又
此
勢
カ
ヲ
観
ョ
、
広

イ
ン
フ
ヰ
ニ
チ
ー

大
無
辺
ニ
シ
テ
万
世
不
滅
ナ
ル
ニ
非
ズ
ヤ
。
此
レ
皆
無
限
ノ
ー
部

分
一
一
シ
テ
、
万
有
成
立
ノ
存
在
ス
ル
明
証
ナ
リ
。
豈
叉
別
二
逓
拠
ヲ
要
セ

ン
ヤ
。

と
し
て
示
さ
な
い
。
そ
う
し
て
、
そ
の
「
万
有
成
立
」
は
、
孔
丘
の
大
極
、
釈

迦
の
如
来
蔵
、
カ
ン
ト
の
物
自
体
な
ど
の
こ
と
で
、
そ
れ
ら
は
人
唯
其
名
ヲ
異
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ニ
ス
ル
ノ
ミ
ｖ
で
皆
同
じ
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
八
人
智
ヲ
以
テ
測
り

知
ル
。
ヘ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
我
之
ヲ
畏
レ
、
之
ヲ
神
ト
シ
、
之
ヲ
敬
シ
、
之
ヲ
拝

ス
ｖ
と
し
て
、
「
万
有
成
立
」
の
内
容
に
も
触
れ
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
を
倫
理

の
大
本
と
は
す
る
が
、
元
来
知
り
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
道
徳
の
基
準
と
は

な
ら
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
を
推
測
す
る
手
掛
か
り
は
あ
る
。
「
勢
力
ノ
趨
向
」
「
化

醇
ノ
規
律
」
が
人
間
の
内
に
あ
っ
て
生
じ
さ
せ
る
「
理
想
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

凡
ソ
人
ト
シ
テ
理
想
ヲ
有
セ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。
理
想
〈
則
チ
現
在
ノ
状
態
ヨ

リ
モ
善
ク
勢
力
ノ
趨
向
二
順
応
ス
ル
者
ナ
リ
。

こ
の
よ
う
に
『
倫
理
新
説
』
は
、
「
理
想
を
め
ざ
す
と
こ
ろ
に
道
徳
的
善
が

あ
る
」
と
い
う
結
論
に
は
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
理
想
が
い
か
に
し
て

も
た
ら
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
論
証
に
お

い
て
挙
げ
ら
れ
た
哲
学
者
た
ち
の
主
張
は
全
て
「
万
有
成
立
」
に
帰
す
る
と
し

て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
大
き
な
弱
点
が
あ
り
、
分
析
的
な
大
西
を
納
得
さ
せ
得
た

と
は
思
わ
れ
な
い
。
示
唆
を
受
け
た
と
し
て
も
結
論
部
の
ご
く
一
部
に
限
ら
れ

（
Ⅳ
）

た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
井
上
哲
次
郎
は
『
自
伝
』
の
中
で
自
ら
フ
ェ
ノ
ロ
サ

の
講
義
が
参
考
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
『
倫
理
新
説
』
の
結
論
部
が
、

清
沢
満
之
に
も
影
響
を
与
え
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
講
義
に
基
づ
い
て
い

る
こ
と
は
、
そ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
と
の
類
似
性
か
ら
ゑ
て
も
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ

ろ
う
。
大
西
が
『
倫
理
新
説
』
を
参
考
に
し
た
と
し
て
も
結
局
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に

行
き
つ
く
こ
と
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
「
建
設
部
」
に
つ
い
て
全
く
別
な
見
解
を
示
し
て
い
る
の
は
、
渡
辺
和

（
肥
）

靖
氏
で
あ
る
。
『
明
治
思
想
史
』
に
お
い
て
、
氏
は
、
大
西
が
理
想
の
根
本
に

す
え
た
「
法
界
根
本
の
構
造
」
（
法
界
の
真
実
体
）
を
大
西
の
儒
教
的
素
養
と

結
び
つ
け
て
考
察
し
て
い
る
。

従
来
の
論
者
の
見
解
は
お
お
む
ね
グ
リ
ー
ン
か
ヘ
ー
ゲ
ル
か
儒
教
か
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
筆
者
は
そ
の
い
ず
れ
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
現

在
問
題
と
し
て
い
る
「
進
化
論
的
理
想
説
」
の
直
接
の
源
流
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
る
。
グ
リ
ー
ン
、
ヘ
ー
ゲ
ル
説
は
彼
の
帝
大
時
代
の
勉
学
を
重
要
視
し
、

儒
教
説
は
大
西
の
幼
年
時
代
の
素
養
を
重
要
視
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ

の
見
解
も
彼
が
明
治
初
期
に
あ
っ
て
主
体
的
に
選
ん
だ
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
つ

い
て
全
く
考
察
の
圏
外
に
置
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

グ
リ
ー
ン
に
基
づ
く
と
す
る
高
坂
氏
の
見
解
は
以
後
お
お
む
ね
支
持
さ
れ
た

が
、
そ
れ
を
「
進
化
論
的
理
想
説
」
の
源
流
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
。
そ
れ

と
い
う
の
も
、
グ
リ
ー
ン
が
帝
大
講
師
中
島
力
造
に
よ
っ
て
本
格
的
に
紹
介
さ

れ
た
の
が
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
前
後
で
あ
る
の
が
ほ
ぼ
確
実
で
あ

（
四
）

り
、
大
西
自
身
も
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
な
る
ま
で
グ
リ
ー
ン
に
言

及
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）
に

は
「
進
化
論
的
理
想
説
」
を
主
張
し
た
『
良
心
起
原
論
』
の
初
稿
を
執
筆
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
講
義
が
、
大
西
の
「
進
化
論
的
理
想
説
」

の
根
底
に
あ
っ
た
と
考
え
る
場
合
の
困
難
は
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）

に
『
良
心
起
原
論
』
の
原
型
を
執
筆
し
て
い
た
時
期
ま
で
に
成
さ
れ
た
論
文
に

ヘ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
の
言
及
が
少
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
『
良
心
起
原
論
』

全
体
に
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
の
言
及
は
一
箇
所
も
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で

の
論
文
に
つ
い
て
も
「
方
今
思
想
界
の
要
務
」
（
明
治
二
十
二
年
四
月
）
な
ど

に
名
前
は
出
て
く
る
が
、
カ
ン
ト
や
ス
ペ
ン
サ
ー
や
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
つ
い
て
の

批
評
は
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
の
に
比
べ
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
対
す
る
ま
と
ま

っ
た
見
解
は
な
い
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
頃
に
口
述
さ
れ
た

九
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『
西
洋
哲
学
史
』
で
の
ヘ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
の
記
述
は
約
四
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

こ
れ
は
カ
ン
ト
に
関
す
る
部
分
が
約
一
二
○
ペ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と
と
著
し
い
対

照
を
な
す
。
カ
ン
ト
以
後
の
部
分
は
留
学
前
の
多
忙
な
時
期
に
成
さ
れ
た
と
は

い
え
、
も
し
研
究
が
進
ん
で
い
た
な
ら
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
り
ペ
ー
ジ
を
割
い

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
横
井
時
雄
は
、
留
学
に
赴
こ
う
と
し
て
い
た
大
西

が
、
ド
イ
ツ
で
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
も
し
た
い
、
と
語
っ
て
い
た
と
証
言
し
て
い

（
加
）

る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
大
西
は
以
前
か
ら
抱
懐
し
て
い
た
「
進
化
論
的
理
想

説
」
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
目
的
論
的
進
化
論
」
に
類
似
点
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

は
い
た
が
、
研
究
の
着
手
が
遅
れ
た
た
め
に
十
分
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
ら
に
、
渡
辺
氏
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
前
近
代
に
生
ま
れ
た
武
士
の
伜
と

し
て
大
西
も
儒
教
の
素
養
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
四
年
一
月
に

六
歳
で
入
学
し
た
藩
学
内
の
「
小
学
」
は
、
学
制
改
革
の
結
果
、
国
学
・
英
学

〈
皿
）

・
儒
学
を
平
等
に
教
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
四
年

七
月
の
廃
藩
置
県
後
に
県
か
ら
学
校
督
事
に
任
命
さ
れ
た
西
毅
一
は
、
儒
者
で

あ
り
な
が
ら
留
学
を
経
験
し
て
英
語
に
湛
能
で
、
本
業
の
儒
学
を
廃
業
す
る
と

声
明
す
る
ほ
ど
の
西
洋
か
ぶ
れ
で
あ
っ
た
。
西
が
岡
山
藩
学
を
改
組
し
て
設
立

し
た
「
普
通
学
校
」
は
、
外
国
人
ペ
ル
シ
ワ
ル
・
オ
ズ
ポ
ー
ン
や
、
慶
応
義
塾

出
身
の
福
沢
英
之
助
や
永
島
貞
次
郎
な
ど
洋
学
方
面
の
人
材
し
か
起
用
し
な
い

（
”
）

「
純
然
た
る
洋
式
学
校
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
当
時
の
岡
山
藩

（
県
）
の
教
育
改
革
を
み
る
と
き
、
大
叔
父
か
ら
授
か
っ
た
漢
学
の
素
養
が
、

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
彼
の
思
想
を
縛
っ
た
と
は
思
え
な
い
。

大
西
は
『
良
心
起
原
論
』
に
お
い
て
も
ま
た
論
文
「
国
家
主
義
の
解
釈
」

（
明
治
二
十
八
年
六
月
）
に
お
い
て
も
自
分
が
と
る
立
場
は
「
目
的
論
的
進
化

論
」
で
あ
る
と
言
明
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
儒
教
的
素
養
に
こ
と
さ
ら

結
び
付
け
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

大
西
の
「
進
化
論
的
理
想
説
」
の
源
流
が
、
グ
リ
ー
ン
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学

に
も
、
儒
教
に
も
み
い
だ
せ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
起
源
を
い
ず
れ
に
求

め
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
、
有
神
進
化
論

そ
の
こ
と
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
日
本
に
お
け
る
「
進
化
論
」
そ
の
も
の
の

受
容
と
、
今
ま
で
試
承
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
大
西
の
同
志
社
時
代
の
勉
学
に

つ
い
て
の
検
討
を
し
て
ゑ
た
い
と
思
う
。

生
物
学
説
と
し
て
の
「
進
化
論
」
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
十
月
、
東

大
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
Ｅ
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ

た
。
し
か
し
、
モ
ー
ス
は
「
進
化
論
」
の
紹
介
に
あ
た
っ
て
宗
教
的
な
偏
見
を

取
り
除
く
こ
と
に
主
眼
を
お
い
た
た
め
に
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
キ
リ
ス
ト
教
批

判
の
様
相
を
呈
し
た
。
ま
た
、
一
方
で
「
優
勝
劣
敗
・
適
者
生
存
」
と
い
う
形

で
単
純
化
さ
れ
た
進
化
論
が
最
新
の
科
学
的
真
理
で
あ
る
か
の
よ
う
に
伝
え
ら

れ
、
天
賦
人
権
思
想
を
否
定
し
、
海
外
拡
張
主
義
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
さ
れ

（
羽
）

も
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
神
否
定
の
「
進
化
論
」
、
「
無
神
進
化
論
」
を
武
器
と
し
た
反
キ
リ

ス
ト
教
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
す
る
論
駁
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
が
用
意

し
た
の
も
ま
た
、
神
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
た
世
界
に
お
け
る
進
化
論
、

「
有
神
進
化
論
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
日
本
で
主
張
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ

ン
・
ボ
ー
ド
（
米
国
伝
道
会
社
）
の
宣
教
師
で
あ
る
Ｊ
・
Ｔ
・
ギ
ュ
リ
ッ
ク

（
鯉
）

Ｑ
ｏ
ｇ
弓
言
日
四
の
⑦
昌
異
）
と
英
国
一
致
プ
レ
ス
ピ
テ
リ
ァ
ン
教
会
所
属
の

九
九



（
泌
）

宣
教
師
Ｈ
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
（
国
ｇ
ご
蚕
巳
房
）
の
二
人
で
あ
っ
た
。
フ
ォ
ー
ル

ズ
の
『
変
遷
論
』
は
、
同
志
社
で
大
西
を
教
え
た
山
崎
為
徳
ら
の
訳
で
、
キ
リ

ス
ト
教
系
週
刊
新
聞
の
『
七
一
雑
報
』
に
連
載
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
、

変
遷
ノ
働
ア
ッ
テ
万
物
其
ノ
性
質
風
体
ヲ
変
ス
ル
ハ
素
ヨ
リ
疑
ヲ
容
レ
サ

ル
処
ナ
リ
。
然
し
ド
モ
徒
二
変
遷
ノ
カ
ヲ
ノ
ミ
言
フ
テ
真
神
ノ
働
ヲ
無
用

（
”
）

ナ
リ
ト
見
倣
ス
ニ
於
テ
其
ノ
論
ノ
否
ナ
ル
ヲ
知
ル
也
。

と
し
て
、
進
化
の
過
程
に
も
神
の
意
志
が
作
用
し
て
い
る
と
い
う
「
有
神
進
化

論
」
を
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
『
変
遷
論
』
の
中
で
、
宇
宙
の
起

源
と
生
命
の
起
源
は
無
神
論
で
は
説
明
で
き
な
い
、
猿
と
人
間
の
共
通
の
祖
先

の
存
在
を
実
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
な
ど
と
論
じ
た
。

さ
ら
に
ギ
ュ
リ
ッ
ク
は
生
物
学
者
で
も
あ
り
、
貝
類
の
観
察
を
通
し
て
「
自

然
淘
汰
理
論
」
だ
け
で
は
「
進
化
論
」
の
説
明
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
た
の
で

あ
っ
た
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
春
に
同
志
社
で
お
こ
な
っ
た
連
続
講
義

に
お
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
⑩
自
然
淘
汰
は
生
命
の
始
原
を
説

明
し
な
い
②
自
然
淘
汰
と
は
矛
盾
す
る
異
種
が
造
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
③

自
然
淘
汰
に
よ
っ
て
現
在
あ
る
生
物
の
種
類
に
ま
で
達
す
る
ま
で
に
は
、
最
初

の
生
命
が
で
き
て
今
日
に
至
る
ま
で
以
上
の
時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
そ
こ
か
ら
自
然
淘
汰
以
外
の
積
極
的
な
進
化
の
可
能
性
を
示

（
”
）

唆
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
八
い
く
つ
か
の
変
遷
は
比
較
的
急
速
に
生
じ
た
に
ち
が
い
な
い
し
、

ま
た
、
異
種
は
し
ば
し
ば
進
歩
の
明
確
な
方
向
性
に
そ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ

（
羽
）

っ
て
、
自
然
淘
汰
の
影
響
力
か
ら
は
多
く
の
場
合
独
立
な
も
の
で
あ
る
ｖ
と
結

論
づ
け
た
。

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
六
月
に
ギ
ュ
リ
ッ
ク
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド

四
、
山
崎
為
徳
と
植
村
正
久

同
志
社
に
お
い
て
大
西
が
最
も
薫
陶
を
受
け
た
師
が
山
崎
為
徳
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
大
西
の
「
略
伝
」
（
全
集
第
七
巻
）
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
山
崎
は

大
西
よ
り
六
歳
年
長
で
、
神
学
研
究
の
た
め
に
東
京
大
学
を
中
退
し
同
志
社
に

赴
き
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
卒
業
後
は
そ
の
ま
ま
同
志
社
の
教
員
と

な
っ
て
、
後
輩
の
指
導
を
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

（
犯
）

山
崎
は
、
フ
ォ
ー
ル
ズ
や
ギ
ュ
リ
ッ
ク
の
「
進
化
論
」
理
解
を
ふ
ま
え
、
明

一
○
○

の
宣
教
師
会
議
で
「
生
命
界
に
お
け
る
進
化
」
含
ぐ
巳
昌
。
ｐ
冒
呂
の
○
晶
自
言

三
○
１
ｓ
と
い
う
演
説
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
機
械
論
的
な
進
化
論
で
は

説
明
の
つ
か
な
い
矛
盾
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
後
、
進
化
は
一
見
機
械
的
に

ま
た
無
秩
序
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
結
局
は
「
神
の
国
の
超
自
然

的
環
境
（
ｇ
三
目
巴
の
国
ぐ
胃
９
日
①
具
）
」
に
従
っ
て
い
る
の
だ
、
と
主
張
し
た
。

こ
の
演
説
が
あ
っ
た
明
治
十
七
年
の
五
月
と
六
月
に
、
ギ
ュ
リ
ッ
ク
は
同
志

へ
”
）

社
で
も
演
説
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
演
説
の
間
に
は
、
密
接
な
関
係
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
ギ
ュ
リ
ッ
ク
の
主
張
は
、
そ
の
生
物
学
的
根
拠
が
有
力
で
あ
っ
た

た
め
に
、
当
時
の
同
志
社
の
生
徒
に
強
い
印
象
を
残
し
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治

十
一
年
の
連
続
講
義
に
出
席
し
て
い
た
小
崎
弘
道
は
人
彼
の
講
義
を
聴
き
て
、

（
知
）

科
学
と
有
神
論
や
、
創
世
記
と
進
化
論
の
関
係
を
知
ｖ
る
こ
と
が
で
き
た
、
と

述
べ
、
ま
た
後
に
心
理
学
者
と
な
っ
た
元
良
勇
次
郎
に
も
示
唆
を
与
え
た
と
い

（
弧
）

涙
匂
ン
Ｏ

そ
し
て
、
フ
ォ
ー
ル
ズ
や
ギ
ュ
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
「
有
神
進
化

論
」
は
、
日
本
の
思
想
家
に
も
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。



治
十
三
年
（
一
八
八
○
）
八
月
か
ら
十
二
月
ま
で
『
七
一
雑
報
』
に
『
天
地
大

原
因
論
』
を
連
載
し
、
翌
十
四
年
十
月
、
第
二
章
を
増
補
し
て
出
版
し
た
。
こ

の
『
天
地
大
原
因
論
』
は
、
同
志
社
教
師
Ｊ
・
Ｄ
・
デ
ー
ビ
ス
と
の
共
著
の
形

を
と
っ
て
い
る
が
、
山
崎
の
単
独
著
作
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
内
容
は
、
神
学
の
基
礎
と
し
て
絶
対
神
の
存
在
証
明
を
行
い
、
さ
ら
に
信

仰
を
深
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
山
崎
は
明
確
に
「
有
神
目
的

論
的
進
化
論
」
を
提
唱
し
て
い
る
。

世
人
或
〈
変
遷
論
ヲ
以
テ
有
神
論
二
反
対
ス
ル
モ
ノ
ト
見
倣
ス
モ
ノ
ァ
レ

ド
モ
、
是
し
大
ナ
ル
誤
リ
ナ
リ
。
何
ゾ
ャ
。
変
遷
論
ト
有
神
論
ト
ハ
併
存

シ
テ
相
惇
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
果
シ
テ
変
遷
論
ヲ
シ
テ
真
ナ
ラ
シ
メ
バ
、

（
調
）

乃
チ
上
帝
〈
変
遷
法
ヲ
以
テ
生
物
ヲ
創
シ
玉
へ
リ
ト
ス
ル
ノ
ミ
。

さ
ら
に
、
万
物
に
目
的
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
神
の
存
在
は
証
明
し
う

る
、
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

天
ノ
物
ヲ
生
ズ
ル
ャ
物
ア
レ
バ
必
ズ
目
的
ア
リ
目
的
ア
レ
バ
必
ズ
方
便
ア

リ
。
其
方
便
〈
必
ズ
其
目
的
二
適
応
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
其
目
的
ア
リ
其
方

便
ア
ル
所
以
〈
他
ナ
シ
智
識
ヲ
具
有
ス
ル
ノ
上
帝
存
在
ス
ル
ア
リ
テ
天
地

万
物
ヲ
造
化
ス
ル
ノ
実
証
ナ
リ
。
（
中
略
・
時
計
の
存
在
か
ら
時
計
師
の

存
在
を
推
定
し
う
る
と
い
う
一
例
を
あ
げ
筆
者
註
）
凡
ソ
天
地
万
物
〈

（
鈍
）

皆
時
計
ノ
如
ク
皆
上
帝
ノ
存
在
ス
ル
ヲ
証
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

こ
の
よ
う
に
し
て
山
崎
は
「
神
の
目
的
論
的
証
明
」
を
試
ゑ
た
の
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
よ
り
先
の
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
は
、
「
道
心
〈
人
心
の
主

宰
た
る
説
」
を
発
表
し
て
、
人
間
に
お
い
て
の
神
の
現
れ
を
良
心
（
道
心
）
に

ゑ
い
だ
そ
う
と
し
て
い
た
。

人
間
の
心
を
部
分
し
て
見
れ
ば
、
大
概
三
シ
と
な
る
。
知
恵
情
欲
道
心
是

な
り
。
知
恵
も
情
欲
も
み
な
力
と
申
す
も
の
に
て
自
ら
善
悪
を
差
別
す
る

こ
と
出
来
ぬ
も
の
な
り
。
そ
こ
で
神
様
〈
別
に
叉
人
間
に
道
心
と
申
す
も

の
を
下
し
玉
へ
り
。
其
道
心
〈
善
悪
を
差
別
す
る
力
に
て
知
恵
情
欲
を
抑

（
調
）

へ
る
為
の
も
の
な
り
。

良
心
（
道
心
）
が
、
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
善
悪
の
判
断
を
下
す
能
力
で
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
神
が
指
し
示
す
人
間
の
目
的
も
ま
た
良
心
を
通
し
て
知
ら
れ

る
こ
と
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
山
崎
は
『
天
地
大
原
因
論
』
で
「
有
神
目
的
論

的
進
化
論
」
を
主
張
す
る
に
あ
た
っ
て
、
良
心
の
問
題
に
は
と
り
た
て
て
触
れ

る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
そ
の
問
題
を
押
し
進
め
「
有
神
目
的
論
的
進
化
論
」

を
良
心
の
問
題
と
密
接
に
結
び
つ
け
て
論
じ
た
の
は
、
神
学
者
に
し
て
牧
師
の

植
村
正
久
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
十
一
月
、
キ
リ
ス
ト
教
系
月
刊
誌
『
六
合
雑

誌
』
に
、
植
村
は
ヨ
倫
理
新
説
』
慢
評
」
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
彼
は
、

井
上
の
『
倫
理
新
説
』
に
お
い
て
「
理
想
」
が
何
の
媒
介
も
な
く
提
示
さ
れ
る

こ
と
を
批
判
し
、
倫
理
学
の
研
究
の
た
め
に
は
良
心
の
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る

と
主
張
す
る
。

著
者
（
井
上
哲
次
郎
筆
者
註
）
〈
議
論
ノ
起
所
二
於
テ
自
ラ
揚
言
シ
テ

曰
ク
、
余
〈
化
醇
論
二
本
キ
テ
倫
理
ヲ
論
ゼ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
。

余
輩
〈
井
上
氏
ノ
倫
理
新
説
ヲ
読
ミ
、
此
語
一
一
至
リ
テ
謂
ヘ
ラ
ク
、
抑
倫

理
ノ
説
タ
ル
ャ
良
心
ノ
性
質
及
ビ
道
徳
ノ
性
質
、
即
〈
チ
語
ヲ
更
メ
テ
之

レ
ヲ
言
へ
（
、
道
徳
ノ
官
能
及
道
徳
ノ
基
趾
基
準
ヲ
併
ハ
セ
説
カ
ザ
ル
ペ

（
妬
）

カ
ラ
ズ
。

植
村
は
翌
明
治
十
七
年
に
カ
ン
ト
倫
理
学
の
影
響
下
に
あ
っ
て
神
学
書
『
真

理
一
斑
』
を
著
し
た
が
、
そ
の
中
で
、

■■一
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如
何
ナ
ル
無
神
論
者
ニ
テ
モ
人
類
〈
目
的
ヲ
定
メ
計
ヲ
画
シ
テ
之
二
従
事

ス
ル
ノ
カ
ァ
ル
ヲ
信
ズ
ル
ナ
ラ
ン
。
然
し
ド
モ
無
神
論
ノ
説
二
拠
レ
バ
造

化
〈
目
的
ナ
ク
シ
テ
働
ク
モ
ノ
ナ
ル
’
一
忽
チ
其
ウ
チ
ニ
目
的
ヲ
立
ル
ノ
カ

（
”
）

ア
ル
存
在
者
ヲ
生
ズ
ル
ニ
至
レ
ル
ハ
最
モ
帷
シ
ム
ペ
キ
コ
ト
ナ
リ
。

と
し
て
、
神
の
存
在
を
、
人
間
が
誰
し
も
も
つ
「
目
的
」
の
意
識
に
求
め
よ
う

と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
神
の
現
れ
と
し
て
、
人
間
の
「
良
心
」
を
重
要
視
す
る

の
で
あ
る
。

吾
人
〈
外
界
ノ
物
象
ヲ
観
テ
上
帝
ノ
徳
ヲ
発
明
ス
ル
所
多
シ
、
然
し
ド

モ
、
其
ノ
聖
徳
ノ
最
モ
彰
々
ト
シ
テ
明
ラ
カ
ナ
ル
ハ
、
遠
ク
千
万
里
外
ノ

星
晨
二
求
ム
ル
ヲ
要
セ
ズ
、
近
ク
吾
ガ
心
裡
二
在
リ
テ
存
ス
、
良
心
此
レ

（
鋤
）

ナ
リ
。

そ
し
て
、吾

人
ノ
良
心
〈
正
義
ノ
大
法
ヲ
示
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
上
帝
ノ
目
的
、
人
ヲ

シ
テ
正
善
ナ
ラ
シ
ム
ル
｜
一
在
ル
ヲ
示
ス
ナ
リ
。
蓋
、
上
帝
ガ
吾
人
二
賦
与

ス
ル
｜
一
道
念
ヲ
以
テ
シ
タ
ル
ハ
、
之
一
一
依
リ
テ
人
心
ヲ
統
一
セ
シ
メ
ン
ガ

（
調
）

為
ナ
リ
。

と
、
か
つ
て
山
崎
が
「
道
心
〈
人
心
の
主
宰
た
る
説
」
で
唱
え
た
こ
と
を
再
び

く
り
か
え
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
植
村
は
「
良
心
」
の
本
源
を
上
帝
す
な

わ
ち
神
に
帰
し
、
こ
の
引
用
の
後
の
部
分
で
「
上
帝
ノ
目
的
」
に
そ
っ
て
進
化

は
進
ん
で
い
る
と
主
張
し
た
。
も
っ
と
も
植
村
の
興
味
は
「
良
心
」
の
分
析
に

は
向
か
わ
ず
、
神
と
人
と
の
関
係
を
そ
こ
か
ら
導
き
だ
し
て
神
学
を
よ
り
深
め

よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
天
地
大
原
因
論
』
は
、
大
西
在
籍
中
の
同
志
社
で
教
科
書
と
し
て
用
い
ら

れ
、
当
時
の
生
徒
た
ち
に
影
響
を
与
え
て
い
た
。
大
西
の
後
輩
で
東
京
専
門
学

校
で
の
同
僚
と
な
っ
た
岸
本
能
武
太
は
八
当
時
の
著
書
と
し
て
は
其
学
識
の
広

大
な
事
と
、
其
立
場
の
公
平
な
の
に
は
読
者
も
感
心
し
て
居
る
害
で
、
私
も
之

（
伽
）

れ
を
読
ん
で
大
に
心
を
強
う
し
た
者
の
一
人
で
あ
る
ｖ
と
回
想
し
て
い
る
。
ま

た
『
真
理
一
斑
』
も
当
時
の
青
年
に
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
。
山
路
愛

山
は
人
氏
の
書
き
た
る
真
理
一
斑
な
ど
云
ふ
書
物
は
青
年
の
愛
好
し
た
る
善
き

（
皿
）

書
物
ｖ
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
西
の
後
輩
の
池
袋
清
風
の

（
“
）

『
日
記
』
明
治
十
七
年
十
一
月
十
二
日
条
に
も
『
真
理
一
斑
』
が
触
れ
ら
れ
て

お
り
、
当
時
同
志
社
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
大
西
は
既
に
上
京
し
て
い
た

が
、
東
京
で
の
評
判
は
な
お
さ
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
。

明
治
十
年
代
に
あ
っ
て
「
進
化
論
」
を
武
器
と
し
た
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
な
が

ら
、
な
お
も
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
た
同
志
社
の
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
、
フ
ォ
ー
ル
ズ
の
『
変
遷
論
』
や
ギ
ュ
リ
ッ
ク
の
連
続
講
義
、
ま
た

教
師
山
崎
為
徳
に
よ
る
『
天
地
大
原
因
論
』
や
植
村
正
久
の
『
真
理
一
斑
』
は

心
強
い
味
方
と
し
て
感
じ
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
山
崎
に
師
事
し
て
い
た
大
西

の
普
通
科
卒
業
時
の
英
語
演
説
が
「
生
物
と
変
化
の
関
係
」
（
明
治
十
四
年
六

月
）
と
い
う
題
名
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
「
有
神
進
化
論
」
が
神
学
科
に
進

ん
で
信
仰
を
深
め
る
に
あ
た
っ
て
の
彼
の
中
心
的
な
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

大
西
が
帝
大
で
倫
理
学
を
学
ぶ
に
あ
た
っ
て
テ
ー
マ
を
「
良
心
」
に
し
ぼ
っ

た
の
も
、
初
め
は
カ
ン
ト
や
植
村
が
重
要
視
し
た
「
良
心
」
を
研
究
す
る
こ
と

で
、
神
が
指
し
示
す
「
進
化
の
目
的
」
を
知
ろ
う
と
し
た
た
め
な
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
大
西
の
『
良
心
起
原
論
』
は
、
「
目
的
論
的
進
化
論
」
を
主
張
し

な
が
ら
「
絶
対
神
」
の
存
在
は
必
ず
し
も
前
提
と
し
な
い
。
そ
こ
が
、
『
良
心

起
原
論
』
と
、
そ
れ
に
さ
き
だ
つ
『
天
地
大
原
因
論
』
や
『
真
理
一
斑
』
と
の

○



五
、
「
批
評
主
義
」
と
の
関
係

フ
ォ
ー
ル
ズ
、
ギ
ュ
リ
ッ
ク
、
山
崎
、
植
村
ら
の
「
有
神
目
的
論
的
進
化

論
」
は
、
明
治
十
年
代
と
い
う
限
ら
れ
た
時
期
に
キ
リ
ス
ト
教
に
触
れ
、
そ
れ

に
帰
依
し
た
者
の
み
が
受
容
し
え
た
思
想
で
あ
っ
た
。
大
西
の
「
進
化
論
的
理

想
説
」
が
そ
の
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
『
良

心
起
原
論
』
の
中
で
、
大
西
が
幾
度
も
繰
り
返
す
八
吾
人
の
生
活
行
為
の
理
想

は
只
だ
架
空
の
想
像
に
は
あ
ら
ず
ｖ
と
い
う
確
信
は
、
同
志
社
で
の
彼
自
身
の

宗
教
体
験
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
『
良
心
起
原
論
』
に
お
い
て
、
山
崎
や
植
村
に
と
っ
て
は
中
核
に

位
置
し
て
い
た
「
絶
対
神
」
は
、
必
ず
し
も
必
要
と
さ
れ
な
い
。

予
の
上
に
提
出
し
た
る
考
説
は
必
ず
し
も
有
神
論
を
仮
定
し
居
ら
ず
。
吾

人
の
本
来
の
目
的
と
云
ひ
、
又
此
法
界
の
自
然
の
構
造
と
云
ふ
も
、
必
ず

し
も
有
心
有
意
の
神
の
存
在
（
即
ち
通
常
所
謂
る
有
神
論
）
を
仮
定
し
居

る
に
は
あ
ら
ず
、
但
だ
此
法
界
の
成
り
立
ち
又
転
変
に
目
的
の
存
す
る
こ

（
卿
）

と
を
仮
定
す
る
の
ゑ
。

筆
者
は
そ
の
理
由
を
、
彼
が
大
学
に
あ
っ
て
新
た
に
受
容
し
た
「
批
評
主

義
」
の
方
法
の
必
然
的
帰
結
で
あ
る
と
考
え
る
。

理
性
の
承
を
判
断
規
準
と
し
た
批
評
を
い
か
な
る
事
柄
に
対
し
て
も
加
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
大
西
の
「
批
評
主
義
」
が
、
帝
大
教
師
Ｌ
・
プ
ッ

セ
か
ら
学
ん
だ
カ
ン
ト
哲
学
の
「
理
性
批
判
」
の
方
法
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は

す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
植
村
の
『
真
理
一
斑
』
に
も
影
響
を

与
え
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
カ
ン
ト
は
実
践
理
性
の
範
囲
内
で
は

決
定
的
相
違
点
で
あ
る
。
次
に
そ
の
理
由
を
考
え
て
ゑ
た
い
。

神
の
存
在
を
少
し
も
疑
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
み

る
と
、
「
批
評
主
義
」
が
、
カ
ン
ト
哲
学
の
影
響
下
に
お
い
て
の
象
成
立
し
た

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
絶
対
神
」
を
仮
定
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
は
つ

き
か
ね
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
実
際
に
、
大
西
の
「
批
評
主
義
」
は
、
カ
ン
ト
ば
か
り
で
は
な
く
、

十
九
世
紀
半
ば
の
英
国
の
批
評
家
、
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
（
旨
①
詳
胃
さ

シ
ｇ
ｇ
ｅ
の
影
響
を
受
け
て
い
た
で
あ
る
。

親
友
徳
富
蘇
峰
宛
の
明
治
二
十
一
年
二
月
二
十
二
日
付
書
簡
に
、
ア
ー
ノ
ル

ド
に
つ
い
て
八
小
生
閑
暇
を
楡
ゑ
て
其
害
を
開
く
毎
に
其
の
文
の
妙
な
る
事
を

（
“
）

嘆
ぜ
ざ
る
は
な
し
ｖ
と
あ
る
。
さ
ら
に
七
月
二
十
一
日
付
書
簡
に
ハ
ア
ー
ノ
ル

（
マ
マ
）
（
幅
）

ド
に
付
き
て
か
叉
は
他
の
題
き
て
成
る
べ
く
早
く
一
文
を
草
し
度
存
居
候
ｖ
と

あ
っ
て
、
『
国
民
之
友
』
誌
上
に
ア
ー
ノ
ル
ド
に
つ
い
て
の
論
文
を
書
く
希
望

が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
局
ア
ー
ノ
ル
ド
に
つ
い
て
の
論
文
は
発
表
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
か
わ
り
、
大
西
の
「
批
評
主
義
」
の
初
期
の
成
果
で
あ

る
「
批
評
論
」
（
明
治
二
十
一
年
四
月
）
と
「
方
今
思
想
界
の
要
務
」
（
明
治
二

十
二
年
五
月
）
が
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の
評
論
集
箇
の
の
里
の
宮
口
嵐
ｇ
の
日
ゞ
（
『
批

評
論
』
）
の
巻
頭
論
文
・
弓
胃
蜀
匡
冒
ｏ
園
ｏ
ｐ
ｇ
Ｑ
三
ｇ
の
目
鼻
房
①
刃
の
の
①
昌

弓
言
①
．
（
「
方
今
批
評
の
要
務
」
）
の
影
響
下
に
書
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
の
ア
ー
ノ
ル
ド
の
主
張
は
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
「
対
象
の
本
質
を
真
に
あ
り
の
ま
ま
に
見
」
て
、
「
た
だ
こ
の
世
に
お
い

て
知
ら
れ
う
る
か
ぎ
り
の
、
考
え
う
る
か
ぎ
り
の
最
上
の
も
の
を
知
ろ
う
と
つ

と
め
さ
せ
、
た
だ
こ
の
最
上
の
も
の
に
近
い
か
否
か
の
み
を
も
っ
ぱ
ら
の
基
準

に
し
て
、
ほ
か
の
事
情
は
一
切
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
知
識
と
思
想
を
評
価
」

す
る
「
批
評
の
時
代
」
（
胃
目
①
○
月
昌
嵐
の
日
）
を
う
ち
た
て
、
さ
ら
に
そ
れ
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を
踏
ま
え
た
上
で
「
創
作
時
代
」
（
四
詳
言
①
旦
耳
ロ
①
９
①
四
号
①
四
呂
急
ご
）
を

（
妬
）

築
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
「
方
今
批
評
の
要
務
」
で
の
ア
ー
ノ
ル
ド
の
見
解
を
う
け
て
、
大
西
は

「
方
今
思
想
界
の
要
務
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

方
今
我
思
想
界
の
要
務
は
批
評
に
相
異
な
か
る
く
し
と
雛
も
、
是
れ
専
ら

◎
Ｏ

最
初
の
要
務
に
し
て
何
時
迄
も
批
評
さ
へ
為
さ
ば
足
れ
り
と
謂
ふ
に
あ
ら

ず
。
蓋
し
批
評
は
専
ら
分
析
的
に
し
て
叉
多
く
は
破
壊
的
な
れ
ば
、
若
し

其
分
析
に
次
ぐ
に
合
成
を
以
て
せ
ず
、
其
破
壊
に
次
ぐ
に
建
設
を
以
て
せ

ざ
れ
ぱ
、
其
批
評
は
寧
ろ
有
害
な
る
も
決
し
て
益
な
る
こ
と
な
け
ん
。
さ

れ
ば
我
国
今
日
の
混
沌
た
る
思
想
を
判
別
批
評
す
る
は
畢
寛
ず
る
に
之
に０

次
ぎ
て
思
想
の
新
世
界
の
建
設
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
め
ば
な
り
。
故
に
批

◎
０

０
０
０

へ
仰
）

評
的
の
要
務
に
次
で
建
設
的
の
要
務
な
く
ん
ぱ
あ
ら
ざ
る
な
り
。

そ
れ
ゆ
え
、
『
良
心
起
原
論
』
に
お
い
て
も
、
理
性
の
み
に
基
づ
い
て
「
批

評
主
義
」
を
押
し
進
め
て
論
を
成
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
経
験
哲
学
に
基
づ
い

た
「
批
評
部
」
の
後
に
は
、
そ
れ
ら
の
批
評
を
全
て
乗
り
越
え
た
「
建
設
部
」

が
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
「
建
設
部
」
に
「
絶
対
神
」
を

置
い
た
場
合
、
そ
の
結
論
は
徹
底
的
な
批
評
の
末
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
は
い
え

な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
経
験
に
基
づ
く
「
批
評
」
か
ら
は
、
万
人
が

納
得
し
う
る
よ
う
な
「
神
の
存
在
証
明
」
は
結
局
の
と
こ
ろ
導
き
だ
せ
な
い
か

ら
で
あ
る
。

山
崎
は
「
目
的
論
的
進
化
論
」
の
主
張
が
そ
の
ま
ま
「
神
の
存
在
証
明
」
に

な
り
う
る
と
考
え
た
。
し
か
し
「
目
的
が
あ
る
か
ら
神
が
存
在
し
、
そ
の
神

が
目
的
を
設
定
す
る
」
と
い
う
論
法
は
、
究
極
的
に
は
円
環
論
法
に
陥
っ
て
し

ま
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
天
地
大
原
因
論
』
の
読
者
で
あ
っ
た

お
わ
り
に

大
西
の
「
批
評
主
義
」
的
立
場
が
、
日
本
近
代
思
想
史
上
際
立
っ
て
明
蜥
な

立
場
と
し
て
し
ば
し
ば
高
い
評
価
を
受
け
る
の
に
対
し
て
、
彼
が
一
方
で
唱
え

た
「
進
化
論
的
理
想
説
」
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
や
グ
リ
ー
ン
の
「
自
己
実
現

説
」
の
受
け
売
り
と
し
て
一
括
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
今
ま
で
論
じ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
進
化
論

的
理
想
説
」
は
、
明
治
十
年
代
の
「
進
化
論
」
に
よ
る
反
キ
リ
ス
ト
教
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
、
自
ら
の
信
仰
を
守
ろ
う
と
し
た
キ
リ
ス
ト
者
た

植
村
は
、
そ
の
欠
点
を
補
う
た
め
に
『
真
理
一
斑
』
の
中
で
「
良
心
」
の
存
在

を
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
「
良
心
」
は
「
神
の
存

在
証
明
」
の
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
承
で
、
植
村
自
身
の
「
良
心
論
」
は

な
さ
れ
て
は
い
な
い
・
ヨ
倫
理
新
説
』
慢
評
」
で
「
倫
理
の
研
究
の
た
め
に
は

良
心
の
研
究
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
植
村
は
、
そ
れ
を
『
真
理
一

斑
』
の
中
で
十
分
に
な
し
と
げ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
大
西
は
そ
こ
に

不
満
を
覚
え
、
カ
ン
ト
と
ア
ー
ノ
ル
ド
か
ら
受
容
し
た
「
批
評
主
義
」
的
方
法

を
以
て
従
来
の
良
心
論
を
批
評
し
、
か
つ
新
た
な
良
心
論
を
打
ち
立
て
よ
う
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
て
成
さ
れ
た
『
良
心
起
原
論
』
の
「
建
設
部
」
で
は
、
「
理
想
」
は

「
良
心
」
を
通
し
て
徐
灸
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
と
さ
れ
る
。
そ
の
限
り
に

お
い
て
大
西
は
『
倫
理
新
説
』
の
中
で
「
理
想
の
進
化
」
を
何
の
根
拠
も
な
く

主
張
し
た
井
上
哲
次
郎
の
無
媒
介
性
か
ら
は
脱
却
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
大
西
の
「
進
化
論
的
理
想
説
」
も
、
や
は
り
経
験
か
ら
は
導
き
だ
し
え
な
い

「
法
界
の
真
実
体
」
の
上
に
築
か
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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ち
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
「
有
神
目
的
論
的
進
化
論
」
に
そ
の
源
流
を
有
す
る

も
の
で
あ
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
や
グ
リ
ー
ン
受
容
よ
り
も
は
る
か
以
前
に
そ
の
萌
芽

は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
批
評
主
義
」
を
唱
え
な
が
ら
、
吾
マ
ン
主
義
的
な
側
面
」
を
つ
い
に
拭

い
去
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
彼
自
身
の
な
か
に
あ
っ
て
理
性
で
は
ど

（
網
）

う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど
深
く
根
を
張
っ
た
「
信
仰
」
が
そ
こ
に
存
在
し

て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
「
信
仰
」
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
彼

は
井
上
哲
次
郎
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
観
念
論
の
儒
教
的
読
承
込
み
か
ら
も
逃
れ
ら

れ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
井
上
に
は
想
像
も
つ
か
ぬ
よ
う
な
苦
闘
を
経
験
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

大
西
の
存
在
が
、
近
代
思
想
史
に
あ
っ
て
記
憶
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
さ
に
「
批
評
主
義
」
と
「
進
化
論
的
理
想
説
」
を
統
一
し

よ
う
と
し
な
が
ら
な
お
統
一
し
き
れ
な
か
っ
た
、
彼
の
悪
戦
苦
闘
そ
の
も
の
に

あ
る
の
で
あ
る
。

註

（
１
）
大
西
祝
の
伝
記
研
究
と
し
て
は
、
従
来
『
大
西
全
集
』
第
七
巻
所
収

の
「
文
学
博
士
大
西
祝
先
生
略
伝
」
（
綱
島
梁
川
筆
、
以
下
「
略
伝
」
）

が
基
本
的
資
料
と
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
さ
ら
に

『
岡
山
市
史
』
第
三
巻
（
昭
和
十
二
年
三
月
）
『
岡
山
県
史
』
第
十
巻

（
昭
和
六
十
一
年
六
月
）
松
村
見
二
氏
「
操
山
大
西
祝
博
士
の
生
涯
」

（
『
岡
山
春
秋
』
第
二
十
七
号
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
）
同
氏
「
基
督

教
の
岡
山
伝
来
」
（
『
岡
山
春
秋
』
第
三
十
七
号
、
昭
和
三
十
年
七
月
）

及
び
笠
原
芳
光
氏
弓
六
合
雑
誌
』
に
お
け
る
大
西
祝
」
（
同
志
社
大
学

人
文
科
学
研
究
所
編
『
「
六
合
雑
誌
」
の
研
究
』
所
収
、
昭
和
五
十
九

年
五
月
）
を
参
考
に
し
た
。

（
２
）
「
進
化
論
的
理
想
説
」
と
に
、
弟
子
の
綱
島
梁
川
が
、
大
西
の
「
倫

理
の
見
解
」
に
つ
い
て
述
べ
た
と
き
の
用
語
で
あ
る
。
（
「
大
西
操
山
先

生
を
追
懐
す
」
『
教
育
学
術
界
』
明
治
三
十
四
年
四
月
）
。

（
３
）
『
大
西
全
集
』
第
五
巻
、
五
八
○
頁
。

（
４
）
『
大
西
全
集
』
第
五
巻
の
「
本
集
の
編
纂
に
就
き
て
」
に
は
、
初
稿

が
明
治
二
十
三
年
頃
書
か
れ
、
後
に
「
建
設
部
」
を
中
心
に
改
訂
が
加

え
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
『
大
西
全
集
」
第
五
巻
、
一
三
三
頁
。

（
６
）
『
大
西
全
集
』
第
五
巻
、
一
三
八
頁
。

（
７
）
『
大
西
全
集
』
第
五
巻
、
一
五
三
頁
。

（
８
）
『
大
西
全
集
』
第
五
巻
、
一
五
九
頁
。

（
９
）
『
大
西
全
集
』
第
五
巻
、
一
五
三
頁
。

（
蛆
）
坪
内
は
「
故
大
西
祝
氏
の
追
懐
」
（
『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
十
三
年

十
月
）
で
そ
の
こ
と
に
触
れ
、
ま
た
『
道
需
選
集
』
第
十
二
巻
「
大
西

祝
」
で
も
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
Ⅱ
）
『
明
治
文
化
史
』
第
四
巻
思
想
・
言
論
篇
（
昭
和
三
十
年
）
、
二

五
二
頁
。

（
吃
）
「
大
西
祝
八
市
民
的
哲
学
の
起
点
ｖ
」
『
日
本
の
思
想
家
２
』
（
朝

日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
、
昭
和
三
十
八
年
）
所
収
。

（
田
）
「
大
西
祝
論
」
『
文
化
史
学
』
第
三
十
六
号
（
文
化
史
学
会
発
行
、

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
）
所
収
。

（
必
）
「
日
本
近
代
倫
理
学
の
形
成
１
１
大
西
祝
と
そ
の
思
想
（
承
前
）
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Ｉ
」
『
秋
田
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
第
二
十
二
号
（
昭
和
四
十
七

年
二
月
）
所
収
。

（
喝
）
「
良
心
論
の
独
自
性
八
大
西
祝
ｖ
」
『
近
代
日
本
と
早
稲
田
の
思
想

群
像
Ｉ
』
（
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
、
昭
和
五
十
六
年
十
一

月
）
所
収
。

（
焔
）
『
明
治
文
化
全
集
』
第
二
十
三
巻
思
想
篇
（
明
治
文
化
研
究
会

編
、
昭
和
四
年
六
月
）
。

（
Ⅳ
）
『
井
上
哲
次
郎
自
伝
』
（
冨
山
房
、
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
）
六

頁
。

（
岨
）
「
大
西
祝
と
媒
介
の
問
題
」
『
増
補
版
明
治
思
想
史
』
（
ペ
リ
か

ん
社
、
昭
和
六
十
年
十
一
月
）
。

（
岨
）
明
治
二
十
三
年
五
月
に
留
学
か
ら
戻
っ
た
中
島
力
造
が
、
帝
大
で
倫

理
学
の
講
義
を
開
始
し
た
の
は
同
年
九
月
か
ら
で
あ
る
。
明
治
二
十
四

年
十
一
月
の
『
早
稲
田
文
学
』
第
三
号
に
中
島
が
グ
リ
ー
ン
に
基
づ
い

て
講
義
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
五
年
十
一

月
に
中
島
が
「
哲
学
会
」
で
「
英
国
新
カ
ン
ト
学
派
に
就
い
て
」
と
い

う
講
演
を
行
っ
て
か
ら
、
グ
リ
ー
ン
の
思
想
は
一
種
の
流
行
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
大
西
が
「
哲
学
会
雑
誌
』
編
集
委
員
で
あ
っ
た
明
治
二

十
一
年
か
ら
二
十
四
年
ま
で
の
同
誌
に
は
グ
リ
ー
ン
の
思
想
の
紹
介
は

な
く
、
大
西
が
早
く
か
ら
グ
リ
ー
ン
に
注
目
し
て
い
た
と
は
思
え
な

い
。

（
別
）
「
大
西
君
を
追
懐
す
」
『
丁
酉
倫
理
会
講
演
集
』
第
六
（
明
治
三
十

四
年
三
月
）
。

（
別
）
『
岡
山
市
史
』
第
三
巻
二
五
七
七
頁
。

（
〃
）
『
岡
山
県
史
』
第
十
巻
三
○
八
頁
。

（
鴎
）
渡
辺
正
雄
氏
「
明
治
初
期
の
ダ
ー
ウ
ィ
’
一
ズ
ム
」
『
講
座
比
較
文

学
５
西
洋
の
衝
撃
と
日
本
』
（
東
大
出
版
会
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
）

所
収
、
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
別
）
以
下
ギ
ュ
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
渡
辺
正
雄
氏
「
Ｊ
・
Ｔ
・

ギ
ュ
リ
ッ
ク
ー
明
治
期
の
米
人
宣
教
師
・
進
化
論
生
物
学
者
Ｉ
」
『
科

学
史
研
究
』
第
七
十
七
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
一
年
一
’
三
月
）
及

び
、
シ
邑
勝
○
国
の
三
島
．
《
両
ぐ
巳
昌
ご
〕
再
四
己
三
の
の
ざ
目
ご
当
○
国
ｚ

弓
國
○
三
吟
の
⑦
ご
ロ
の
尾
．
合
国
門
シ
虫
〕
．
ご
觜
『
ギ
ュ
リ
ッ
ク
伝
』
と

略
）
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
妬
）
以
下
フ
ォ
ー
ル
ズ
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
佐
波
亘
綿
『
植
村
正
久
と

其
の
時
代
』
第
五
巻
三
ヨ
進
化
論
』
と
『
変
遷
論
』
」
（
一
五
二
’

六
二
頁
）
「
フ
ォ
ー
ル
ズ
博
士
」
の
項
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
恥
）
『
七
一
雑
報
』
明
治
十
二
年
九
月
十
二
日
号
（
立
教
大
学
蔵
）
。

（
〃
）
『
ギ
ュ
リ
ッ
ク
伝
』
三
九
二
頁
の
ま
と
め
。

（
邪
）
『
ギ
ュ
リ
ッ
ク
伝
』
三
九
二
頁
。

（
羽
）
『
池
袋
清
風
日
記
』
上
巻
（
同
志
社
社
史
資
料
室
、
昭
和
六
十
年
三

月
）
二
○
四
、
二
四
五
頁
。

（
別
）
「
日
本
帝
国
の
教
化
」
『
小
崎
全
集
」
第
二
巻
（
警
醒
社
内
小
崎
全

集
刊
行
会
、
昭
和
十
三
年
十
月
）
五
七
○
頁
。

（
瓠
）
『
元
良
博
士
と
現
代
の
心
理
学
」
（
弘
道
館
、
大
正
二
年
）
一
二
六

頁
。

（
躯
）
田
代
和
久
氏
「
明
治
十
年
代
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
弁
証
Ｉ
山
崎

為
徳
『
天
地
大
原
因
論
』
か
ら
植
村
正
久
『
真
理
一
斑
』
へ
Ｉ
」
『
日

一
○
六



本
思
想
史
研
究
』
第
九
号
（
東
北
大
学
日
本
思
想
史
学
研
究
室
、
昭
和

五
十
二
年
）
の
見
解
に
よ
る
。

（
銘
）
『
天
地
大
原
因
論
』
（
福
音
社
、
明
治
十
四
年
十
月
初
版
、
明
治
二

十
一
年
七
月
再
版
）
二
七
’
八
頁
。

（
別
）
『
天
地
大
原
因
論
』
六
八
頁
。

（
弱
）
『
七
一
雑
報
』
明
治
十
一
年
七
月
十
九
日
号
。

（
稲
）
弓
倫
理
新
説
』
慢
評
」
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
五
巻
、
一
七

（
師
）
『
植
村
全
集
」
第
六
巻
、
七
六
頁
。

（
羽
）
『
植
村
全
集
』
第
六
巻
、
八
○
頁
。

（
羽
）
『
植
村
全
集
』
第
六
巻
、
八
四
頁
。

（
㈹
）
『
創
設
期
の
同
志
社
ｌ
卒
業
生
た
ち
の
回
想
録
Ｉ
』
（
同
志
社
社
史

資
料
室
、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
）
一
九
頁
。

（
似
）
「
『
真
理
一
斑
』
」
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
五
巻
、
一
九
三
頁
。

（
妃
）
『
池
袋
清
風
日
記
』
下
巻
（
同
志
社
社
史
資
料
室
、
昭
和
六
十
年
十

へ／へ
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（
妬
）
『
徳
富
蘇
峰
関
係
文
書
』
六
八
頁
。

（
輪
）
「
現
代
に
お
け
る
批
評
の
任
務
」
（
青
木
雄
造
訳
）
『
世
界
大
思
想

全
集
』
哲
学
・
文
芸
思
想
篇
二
四
（
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
三
十
五
年

三
月
）
の
要
約
。
な
お
、
大
西
の
「
批
評
論
」
と
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の
論

文
と
の
類
似
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
善
也
氏
が
「
大
西
祝
の
批
評
観
と
そ

七
頁
。

六
○
頁
。

二
月
）
二
一
八
頁
。

『
大
西
全
集
』
第
五
巻
、
一
四
八
頁
。

『
徳
富
蘇
峰
関
係
文
書
」
（
山
川
出
版
社
、
昭
和
五
十
七
年
十
月
）

（
付
記
）
本
稿
の
骨
子
は
、
日
本
思
想
史
学
会
昭
和
六
十
二
年
度
大
会
で

発
表
し
た
も
の
で
す
。

（
東
北
大
学
大
学
院
院
生
）

の
源
泉
（
下
）
Ｉ
「
批
評
論
」
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
『
立
教
大
学
研
究
報

告
八
人
文
科
学
Ｖ
』
第
三
十
八
号
（
昭
和
五
十
四
年
二
月
）
に
お
い
て

す
で
に
指
摘
し
て
い
る
。

（
〃
）
「
方
今
思
想
界
の
要
務
」
『
大
西
全
集
』
第
六
巻
、
二
二
頁
。

（
蛆
）
こ
こ
で
い
う
「
信
仰
」
は
、
も
と
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
は
限
ら

な
い
。
「
法
界
の
真
実
体
」
へ
の
絶
対
的
な
信
頼
と
も
い
う
べ
き
も
の

で
あ
る
。

引
用
文
は
、
新
字
体
の
あ
る
漢
字
は
す
べ
て
そ
れ
に
改
め
、
適
宜
句
読
点

を
付
し
た
。

一
○
七


